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わたしたちのまわりには、いろいろな生き物がくらしています。

その生き物の中には、人の手によってほかの土地から運ばれてき

たものもいます。

そうした生き物を「外来種」といいます。

外来種と聞くと、外国から来た生き物の

ことを思い浮かべる人が多いでしょう。

しかし、それだけを指すわけではありません。

日本の中でも、他の土地から人の手で運ばれ

た生き物は外来種として扱われます。

このみさん
生きものや
自然が好き

りょうへいさん
生きものは
少しにがて

のりひでさん
虫にくわしい
お兄さん

はるかさん
ほにゅうるいに
くわしいお姉さん

いっしょに外来種について学ぶみなさん
外来種

外来種

国内
外来種

外来種とは反対に、
昔からその土地にいる
生き物は「在来種」と

呼ばれるよ
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外来種は、海や風に乗って自分でやってきたわけではありません。

１ページに書いたように、人の手によってほかの土地から運ばれて

きた生き物を外来種といいます。

外来種の多くは、「かわいいから」「役に立ちそうだから」とい

う理由で、人の手によって持ち込まれました。ペットや作物として利

用するためです。

しかし、育てられずに放したり、逃げ出したりして、自然の中で数

を増やしてしまうことがあります。そのほか、船や荷物、車などに紛

れて、気づかないうちに運ばれてくることもあります。

こうして、人のくらしといっしょに、世界中の生き物があちこちに

広がってしまったのです。

生き物たちは、たがいに関わり合って生きています。

草をバッタが食べ、バッタをカマキリが食べるように、生き物同士は

つながっています。また、生き物は生き物同士だけでなく、草むらや

川などの環境とも関わっています。

このようなつながりのことを「生態系」といいます。生態系のバラン

スが上手にとれていると、わたしたちのくらしにもいいことがありま

す。

どうやって日本に入ってきたの？ ＝ 生き物のつながり
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ペットにしたり
鑑賞したりするため

食べるため

貨物などに
紛れて
運ばれた

たとえば、

わたしたちが

生きるために

は酸素が必要

です。

植物は光合

成を行い、酸

素をつくって

くれます。

生態系を守

ることは、生

き物を守るこ

とだけではな

く、わたした

ちの暮らしを

守ることにも

つながります。

生態系

▲日本へ入ってきた外来種と、その目的や理由の例

り
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外来種は、もともとの地域にあった生態系のバランスを崩したり、

わたしたちの生活に悪影響を与えたりすることがあります。

具体的にどんなことが起きるのか、見ていきましょう。
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競 合
エサやすみかをめぐって、生き物同士の争いが起きる

ことです。食べるエサが同じだったり、すむ場所が似

た環境だったりすると、この競合が起きてしまいます。

捕 食
在来の動物や植物がえさとなり、外来種に食べられる

ことです。

人への
影響

かまれたり、刺されたりして人間がけがをすることが

あります。畑を荒らしたり、作物を枯らすなど、産業

への被害もあります。

交 雑
在来種と外来種のペアから新しい種が生まれること。

純粋な在来種が減ってしまいます。

きょう ごう

ほ しょく

こう ざつ

えいきょう

人への影響 産業への影響

外来種の何が問題なの？

川ぞいいっぱいに
広がり、ほかの植物が

育たなくなる

池や川に放すと、
ほかの魚や水辺の生き物を
食べつくしてしまう
こともあるよ

畑や川の堤防を掘って
荒らしてしまう

モモやサクラの木を
枯らしてしまう

２つの種の遺伝子をもつ
新たな種
＝

交雑種
こうざつしゅ

ちいき

ぐたいてき

に

みずべ

じゅんすい へ

さんぎょう

ひがい

いでんし

ていぼう ほ

あらそ

※遺伝子…体の設計図のようなもの
せっけい

さ

あくえいきょう

くず

かまれたり、刺されたりして
けがをすることがある

あ か



外来種の例① 1.生態系への被害

ミシシッピアカミミガメは植物から昆

虫、魚までいろいろなものを食べます。

そのため、在来種を捕食したり、同じエ

サを食べる在来種と競合したりします。

特に、在来種のニホンイシガメとはエサ

や日光浴の場所を奪い合ってしまいます。

また、水草が食べられすぎて、水草の

中で生活する生き物がいなくなったり、

水がにごったりします。
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2.農業や水産業への被害

野生の植物だけではなく、農家さんが

育てているレンコンや稲も食べられてし

まいます。

 飼育するときは、最後まで大切に育てましょう。

 途中で川や池に放したり、逃がしたりしてはいけません。

 飼えなくなったときは、責任を持って飼ってくれる人に譲るか、

自治体や専門の団体に相談してみましょう。

 外来種だからといって、いじめたりしてはいけません。

ミシシッピアカミミガメ
は虫類 ／ カメのなかま

目の後ろが赤色

どんな問題が起こっているの？
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3.人への被害

大人のミシシッピアカミミガメは攻撃

的で、かみついたりつめでひっかいたり

するので、人がけがをしてしまうことが

あります。

子どものときはみどり色

この生き物のためにできること

どんな生き物？

こうらの大きさがオスは20cm、メスは28cm大きさ

魚、カエル、昆虫、水草、葉っぱなど食べるもの

川、湖、池、水路、汽水域（川と海がつながる場所）すんでいるところ

日光浴が好き。

1回で20個くらいの卵を産む。
とくちょう

アメリカ合衆国どこから来た

ペットとして飼うために日本に持ち込まれた。

「ミドリガメ」という名前で売られていた。
どうやって来た

きすいいき

こ たまご う

がっしゅうこく

か

にっこうよく

とく

いね

こうげき

てき

しいく さいご

とちゅう

せきにん

じちたい せんもん だんたい

うば

こんちゅう

ゆず
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 豊橋市では2011年10月からヒガタアシを取り除く作業を行って

いました。作業には地元の学校や、会社、市民など多くの人々

が協力しました。

 豊橋市梅田川河口域に入り込んだヒガタアシは、対策がうまく

いったことで、2017年に無くなったと言われています。

ヒガタアシ

どんな生き物？

高さが60cm～250cm大きさ

干潟、海岸近くの河口域など

波が立たない場所
すんでいるところ

塩分濃度が高いところでも育つ。

円の形に広がり、島のようになる。
とくちょう

北アメリカ東部どこから来た

葉のかけらや種などが、貨物船などにまぎれて運ばれ

てきたと考えられている。
どうやって来た

植物 ／ イネ科

全体＋生育環境
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ヒガタアシが好む干潟とは、

海の潮が引いた時（干潮時）

に現れる砂や泥がたまった場

所のことです。

干潟では、アサリやカニなど、

砂や泥の中にたくさんの生き

物がすんでいて、水をきれい

にしてくれます。

ヒガタアシは在来種のヨシとすむ

場所が似ているため競合します。

また、ヒガタアシは増える力が強

く、かたまりになって育つため、泥

の地面が固まってしまいます。

地面が固まると、砂や泥の中に生

き物がすめなくなり、それらを食べ

にくる鳥も来なくなってしまいます。

アサリなどの二枚貝たちがいなく

なることで水はにごっていき、アサ

リ漁や潮干狩りなど、干潟で行う水

産業に悪影響があります。

外来種の例②

砂や泥にかくれている生き物がいっぱい！

ヒガタアシがふえると……

こんな対策をしました

どんな問題が起こっているの？

砂や泥にかくれた生き物をエサとして、シギやチドリなどの鳥が

集まってきます。多くの生き物にとって、干潟は大切な環境です。

土砂がたまり、
カニや貝などの生き物が

すめなくなるひがた かこういき

えんぶんのうど

ひがた

しお かんちょうじ

あらわ すな どろ

かた

にまいがい

りょう しおひが

とよはしし のぞ

しみん

うめだがわ

な

たいさく

どしゃ

たね
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サギソウ（園芸種）
どんな問題が起こっているの？
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全体＋生育環境

えんげいしゅ
新城市にある長ノ山湿原にはサギソウ

がたくさん咲いていました。

しかし、サギソウは美しくとても人気

があるため、よくぬすまれてしまい、数

が減ってしまいました。

そこで、地域の人はサギソウを増やす

ために、お店で買ってきたサギソウを長

ノ山湿原に植えました。

ところが、お店で売られているサギソ

ウは園芸種と呼ばれるものでした。

園芸種は野生のサギソウにとっては

「外来種」です。

園芸種と野生のサギソウとが交雑種を

作ることで、もともとあった純粋な野生

のサギソウはさらに減ってしまいました。

このように、同じ種類の生き物でも、

自然に育っていた場所ではないところか

ら持ち込まれると、外来種として、さま

ざまな悪影響を与えることがあります。

花の形が鳥のサギに似ている

外来種の例③

こんな対策をしています

サギソウの咲く

長ノ山湿原（新城市）

野生のサギソウ

園芸種のサギソウ

どんな生き物？

高さが20～30cm、花の大きさが3cm大きさ

野生のサギソウは湿地で育つ

園芸種のサギソウは湿地でも植木ばちでも育つ
すんでいるところ

種だけでなく地下でクローンをつくって増える

園芸種は野生のサギソウより花が大きい、乾燥に強い
とくちょう

ホームセンターやガーデニングショップどこから来た

人が持ち込んで湿地に植えたどうやって来た

植物 ／ ラン科

さ

ながのやましつげん しんしろし

しっち

かんそう

しゅるい

 園芸種かどうかは、見た目だけでは区別が難しいため、専門家が

遺伝子を調べて、どちらかを確かめています。

 調べた結果、園芸種だとわかったものは、

「東三河地域環境リーダー」という団体が取り除いています。

 この取り組みは、愛知県や新城市と相談しながら行っています。

くべつ むずか

たし

けっか

ぜつめつきぐしゅ
・絶滅危惧種
・湿原などしめった
場所で育つ

・病気や乾燥に強い
・野生のサギソウより
花が多い、大きい



外来種の問題を考えるとき、「外来種＝悪い生き物」と思っ

てしまう人が多いかもしれません。

しかし、外来種は自分の意思で遠くまで旅をしてきたわけで

はありません。

外来種は、人間がペットやガーデニングのために持ち込んだ

り、気づかないまま荷物といっしょに運んだりしてやってきて、

知らない土地で一生懸命に生きています。

外来種は、決して「悪い」生きものではありません。生き物

に「良い」「悪い」はありません。

悪いのは人間が「外来種を持ちこんでしまったこと」、そし

て「外来種を運んできたのは人間なのに、外来種の問題を外来

種のせいにしたり、無責任にほったらかすこと」なのです。
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外来種って悪者なの？

ただ、外来種が一生懸命に生きようとすることで、生態系や

人間のくらしに悪影響を与えることがあります。

その場合、もともとその土地にすんでいた在来種がいなくな

り、生態系のバランスが崩れてしまいます。

このようなところでは、そこでしか生きられない在来種の居

場所を守り、生態系のバランスを保つために、外来種がいな

かったころの状態に戻さなければいけません。

そのとき、どうしても命を奪わないといけないことがありま

す。

しかし、外来種にも尊い命があります。

「外来種だから」という理由だけで、悪者扱いしたり、乱暴

をしたりしてはいけません。

まず第一に、奪われる命が少しでも少なくなるように、外来

種が広がることを事前に防ぐ心がけが重要です。

その上で、どうしても命を奪わないといけないときには、で

きるだけ苦痛を与えず、命が無駄にならない方法をとるなど、

その命を尊重し、寄り添うことが大切です。

外来種にも、命がある

外来種が
悪いわけでは
ないんだね

生き物は
ただ、一生懸命
生きてるだけ
なんだ

生き物を
乱暴に扱うのは
やめてね

どんなことを
すれば

いいかな？

よ

ばしょ たも

じょうたい

とうと

らんぼう

くつう むだ

もど

ほうほう

そんちょう よ そ

ふせ

いっしょうけんめい

じゅうよう

い
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わたしたちにできること

1

2

3

4

外来種が引き起こす問題はさまざまで、これらに対応するの
は難しいことのように思えるかもしれません。

しかし、ひとりひとりの小さな行動が、自然を守る大きな力
になります。

どれか１つでも、取り組んでみませんか？

生き物のことをよく知ろう

持ち帰らない

逃がさない、放さない

伝えよう

外来種とは何か、どんな問題が起こってしまうのか、

そして「外来種そのものは悪者ではない」ことを周り

のみんなに伝えましょう。

自分一人でできることは小さくても、たくさんの人

がいれば大きな結果につながります。

飼っている動物や育てている植物の苗・種は、絶対

に外に放さないようにしましょう。

「せまいケージやプランターより、広い野外が幸せ

だろう」と思っているのは、わたしたち人間だけです。

外来種が自然の中で増えて、在来種や生態系に影響

を与えるようになったら、外来種を取り除かなくては

いけません。

在来種と、それらを押しのけて増えた外来種、その

どちらも不幸な思いをすることになります。

飼ったら最後まで、責任を持って育てましょう。

「この生き物はなんて名前かな？どこにすんでいる

のかな？何を食べるのかな？」

生き物のことをよく知ることで、外でよく見る生き

物が、実は外来種だったという発見があるかもしれま

せん。

ふだんから生き物に関心をもって自然を見ていると

「外来種が入ってきた」などの変化にも、早く気づく

ことができます。

もし「いつもとちがうな」と思ったら、博物館や市役

所などに相談してみましょう。

外来種だと分かった生き物は、むやみに持ち帰らな

いようにしましょう。

写真に残したり、スケッチをしたりして楽しみま

しょう。

生き物を
大切にする気持ちが

大事だよ

まずは
できることから
はじめてみよう！

たいおう

かんしん

はくぶつかん

へんか

のこ

ぜったいなえ

まわ

つた

お



これまで学んだことをふりかえって、あなたが「できること」を
考えてみましょう。

①外来種問題について、新しく知ったことを書いてみよう

②外来種問題について学んで、心に残ったことを書いてみよう

③これからの自分にできることを考えてみよう

①生き物の名前

②もともとすんでいた国・地域

③どうやって日本に入ってきたか

④日本に来てどんな問題が起こっているか

外来種について
調べてみよう！

あなたはどうする？
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ぼくは
もっと生き物
のことを

知りたいな！

さいごまで
大切に

飼うからね
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法律で禁止されていること

「特定外来生物」

特定外来生物に指定されている植物

特定外来生物に指定されている動物

特に気をつけるべき「特定外来生物」

アカミミガメとアメリカザリガニは、

「条件付特定外来生物」に指定されていま

す。

この2種は、競合や捕食によって、在来

種に悪影響を与えてしまいます。

しかし、多くの人がペットとしてこの2

種を飼育しています。

許可を取らずに飼育することを法律で禁

止してしまうと、これまで飼っていた人た

ちが混乱したり、許可をもらうことを面倒

に感じて池や川に放したりすると考えられ

たため、条件を付けました。

条件とは「外に放したり、ほかの場所へ

運んだりすることは禁止するが、飼育は許

可を取らずに行うことができる」というも

のです。

アカミミガメ

アメリカザリガニ
特定外来生物

○×飼う・育てる

○その場で放すなら○つかまえる

責任のある人に

無料で譲るなら○×譲る

××売る

××野外に放す

外来種の一部には、増えすぎることで自然のバランスをく

ずしたり、人の生活に悪影響を与えるものがいます。

そのため、日本では「外来生物法」という法律が作られて

います。

この法律は「人や自然に悪い影響をあたえるおそれのある

外来種を、増やさないようにしよう」という決まりです。

その中でも特に注意が必要な生き物を「特定外来生物」と

よんでいます。

これらを、許可を取らないで飼ったり、運んだり、野外に

放したりしてはいけません。

動物は143種類、
植物は19種類、
指定されているよ

飼っている人は
大事にして
あげてね

オオフサモ オオキンケイギク

アライグマ ブルーギル

外来種にかかわる法律

がいらいせいぶつほう

ほうりつ

とくていがいらいせいぶつ

きょか

じょうけんつきとくていがいらいせいぶつ

きん

こんらん めんどう

し
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ウチワゼニクサ

北米

水辺にかたまりになっ

て育つため、ほかの

植物が育ちにくい。

オオキンケイギク

北米

在来種との競合。

メリケントキンソウ

南米

果実や茎のトゲに

よってけがをする。

シナダレスズメガヤ

北米

在来種との競合。

地面の土が積み上がる。

セイタカアワダチソウ

北米

ススキやヨシなどの

在来種との競合。ほか

の植物が育ちにくくなる。

アレチヌスビトハギ

北米

ほかの植物が育ちにくく

なる(アレロパシー)。

実花

ヨシススキ

インド

大きく育つため、まわり

に日光が届かず、ほかの

植物が育ちにくい。

ポンポンアザミ

南米

在来種との競合。増え

やすいため、ほかの植物

が育ちにくくなる。

モウソウチク

中国

在来種やお茶や果物と

いった作物との競合。

ナンキンハゼ

中国、台湾

かたまりになって育つ

ため、ほかの植物が

育ちにくい。

オオカワヂシャ
ヨーロッパ、アジア北部

在来種との競合。

在来のカワヂシャとの

交雑。

ハリエンジュ

北米

在来種との競合。ほか

の植物が育ちにくく

なる。

実

ニワウルシ

中国、台湾

在来種との競合。

ほかの植物が育ちにく

くなる。

東三河で見られる外来種〈植物編〉 ①名前

②もともとすんでいた国・地域

③日本でどんな問題が起こっているか

特定外来生物

ミズヒマワリ

中央・南アメリカ

在来種との競合。

水路の水の流れを

じゃまする。

オオフサモ

南アフリカ

水辺の在来種との競合。

水が汚れやすくなる。水

の流れをじゃまする。

ヤナギバルイラソウ

中南米

在来種との競合。

オオハンゴンソウ

北米

在来種との競合。

ボタンウキクサ

南アフリカ

イネなどの在来種との

競合。水中に日光が

届きにくくなる。

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

とど

つ

くだもの

よご

紅葉・実
こうよう

たいわん

かじつ くき
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東三河で見られる外来種〈動物編〉

タウナギ

南アジア、東南アジア

田んぼのあぜに穴を

掘ることで、田んぼの

水が抜ける。

タイワンタケクマバチ
台湾、インド、中国南部

竹の材料の質が悪く

なる。付いているダニ

を在来のハチにうつす。

スクミリンゴガイ

南米

イネ、レンコン、

イグサなどの農作物を

食べる。

卵

アライグマ

北米～中米

タヌキやキツネなど在来

種との競合。農作物を食
べる。建物に侵入する。

ヌートリア

南米

水辺の植物や農作物の

捕食。巣穴をほることで
ため池や川の堤防を破壊。

ウシガエル

北米

在来の昆虫やカエル

などの捕食。在来の

カエルとの競合。

カミツキガメ

北米～南米

水中の生き物の捕食。

在来種との競合。漁に

使う網や人に噛みつく。

ソウシチョウ

東アジア、東南アジア

巣に肉食動物をおびきよ

せるため、在来の小鳥が
襲われやすくなる。

オオクチバス

北米

在来種との競合。

在来種の捕食。

カダヤシ

ミシシッピ川流域、

メキシコ北部

メダカとの競合。

稚魚の捕食。

アカボシゴマダラ

東南アジア

オオムラサキや

ゴマダラチョウなどの

在来種と競合。

アメリカザリガニ

アメリカ南部

在来種の捕食。在来の

ザリガニとの競合。ザリ
ガニ特有の病気を運ぶ。

セアカゴケグモ

オーストラリア

強い毒を持っている。

かまれるととても危険。

ヨコヅナサシガメ

中国、インドシナ半島、
インド

在来の昆虫の捕食。たま
に人を刺す。

カワヒバリガイ

東～東南アジア

岩や壁にたくさん

くっついて、水を使う

施設をつまらせる。

ブルーギル

北米

在来種の捕食。

在来種との競合。

コイ
東ヨーロッパ～東アジア

在来のコイとの交雑。

在来のコイとの競合。

ハクビシン
中国、台湾、東南アジア

タヌキなどの在来種との

競合。農作物を食べる。
建物に侵入する。

名前

もともとすんでいた国・地域

日本でどんな問題が起こっているか
特定外来生物

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2

3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2

3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

1
2
3

たてもの しんにゅう

すあな

はかい

あみ おそ

ちぎょ

ぬ

しつ

どく

きけん

かべ

しせつ
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 日本の外来哺乳類 管理戦略と生態系保全│
山田文雄・池田透・小倉剛編 東京大学出版会（2011年）

 ミシシッピアカミミガメ防除マニュアル-名古屋市内の活動を事例として-
│なごや生物多様性保全活動協議会（2014年）

 環境省│外来生物法・外来種対策関連ページ
https://www.env.go.jp/nature/intro/index.html

 国立環境研究所│侵入生物データベース
https://www.nies.go.jp/biodiversity/invasive/

 愛知県環境局自然環境課│STOP！あいちの外来種
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shizen/gairai-top.html

 愛知県│「あいち生物多様性戦略2030とわたしたちにできること」を作成
しました
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shizen/bdpamph.html

 新城市│自然環境
https://www.city.shinshiro.lg.jp/kurashi/kankyo/shizen/index.html

 豊川市│移入種を野に放さないでください！
https://www.city.toyokawa.lg.jp/kurashi_tetsuzuki/kankyohozen/4/2
/11965.html

 蒲郡市│外来生物（外来種）から生態系を守りましょう
https://www.city.gamagori.lg.jp/unit/kankyo/gairaisyu.html

 豊橋市│外来種駆除対策
https://www.city.toyohashi.lg.jp/54163.htm

 写真の提供・出典

瀧崎吉伸：ヒガタアシ（P08）、ミズヒマワリ（P21）

環境省HP：オオフサモ（P18）・オオキンケイギク（P18）・アライグマ（P18）・
ブルーギル（P18・22）、シナダレスズメガヤ（P20）、
オオハンゴンソウ（P21）・カダヤシ（P22）・カワヒバリガイ（P23）
https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/asimg.html

もっとくわしく知りたいときは

《参考文献・協力いただいた機関》

知ろう！学ぼう！考えよう！外来種

東三河の自然を守るために、わたしたちができること
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